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Takehara K, Yahata H, Kobayashi H, Saito M, Ushijima K, Hasegawa K.  

Randomized phase III trial of maintenance chemotherapy with tegafur-uracil versus 

observation following concurrent chemoradiotherapy for locally advanced cervical 

cancer, GOTIC-002 LUFT trial.  ESMO Congress 2022, 09 - 13 Sep 2022, Paris, 

France.  

 

Fujiwara K, Nagao S, Yamamoto K, Tanabe H, Okamoto A, Takehara K, Saito M, 

Fujiwara H, et al.  A randomized phase 3 trial of intraperitoneal versus intravenous 

carboplatin with dose-dense weekly paclitaxel in patients with ovarian, fallopian tube, 

or primary peritoneal carcinoma (a GOTIC-001/JGOG-3019/GCIG, iPocc Trial).  

Presented at SGO 2022; March 18-21, 2022.  

 

Koyanagi T, Saga Y, Takahashi Y, Yoshiba T, Tamura K, Takahashi S, Taneichi 

A, Takei Y, Fujiwara H.  Rapid ovarian cancer cell death induced by non-genomic 

action of progesterone via membrane receptors.  第 74回日本産科婦人科学会学術

講演会 福岡 2022 年 8月 5日 

 

Shigenobu Y, Nagayama S, Manaka Y, Ohashi M, Kubo T, Nakamura S, Shimozawa 

H, Nakai H, Takahashi H, Fujiwara H.  Pregnancy in a patient with caudal 

regression syndrome following continent bladder reconstruction.  第 74 回日本産科婦

人科学会学術講演会 福岡 2022年 8 月 5日〜7日 

 

Takahashi Y, Fujiwara H, Yamamoto K, Takano M, Miyamoto M, Hasegawa K, 

Miwa M, Sato T, Itagaki H, Hirakawa T, Nishida H, Nagai T, Hamada Y, Yamashita S, 

Yano H, Kato T, Fujiwara K, Suzuki M.  Single-arm confirmatory clinical trial of 

perioperative management to prevent postoperative symptomatic pulmonary embolism 

for gynecological cancer patients with asymptomatic venous thrombosis embolism 

preoperatively (GOTIC-VTE trial).  IGCS 2022 Annual Global Meeting, Sep 29-Oct 

1.  New York, USA. 

 

Tamura K, Kaneko Y, Futoh Y, Takahashi K, Kimura Y, Saito A, Tojo M, Miyato H, 

Ohzawa H, Saga Y, Takei Y, Fujiwara H, Kitayama J.  Activated neutrophils inhibit 
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chemotactic migration of activated T lymphocytes to CXCL11 by multiple mechanisms.  

AACR ANNUAL MEETING 2022.  April 8-13, 2022.  New Orieans, America.  

 

Tamura K, Kaneko Y, Futoh Y, Takahashi K, Kimura Y, Saito A, Tojo M, Miyato H, 

Ohzawa H, Saga Y, Takei Y, Fujiwara H, Kitayama J.  Activated neutrophils can 

suppress chemotactic migration of activated T lymphocytes.  第 43 回癌免疫外科学

会 京都 2022 年 5月 26日～27日 

 

Tamura K, Takahashi Y, Koyanagi T, Yoshiba T, Takahashi S, Taneichi A, Takei 

Y, Saga Y, Kitayama J, Fujiwara H.  Activated neutrophils inhibit chemotactic 

migration of activated T lymphocytes by multiple mechanisms.  第 74回日本産科婦

人科学会学術講演会 福岡 2022年 8 月 5日～7日 

 

Tamura K, Miyato H, Matsumiya M, Takahashi R, Kaneko Y, Futoh Y, Takahashi K, 

Kimura Y, Ohzawa H, Saga Y, Takei Y, Fujiwara H, Kitayama J.  Tumor associated 

neutrophils may suppress T cell infiltration in tumor tissue which is involved in cancer 

immunoediting.  第 81回日本癌学会学術総会 横浜 2022年 9 月 29日～10月 1

日 

 

Tamura K, Miyato H, Matsumiya M, Takahashi R, Kaneko Y, Futoh Y, Takahashi K, 

Kimura Y, Ohzawa H, Saga Y, Takei Y, Fujiwara H, Kitayama J.  Tumor associated 

neutrophils may suppress T cell infiltration in tumor tissue which is involved in cancer 

immunoediting.  自治医大シンポジウム 2022年 9月 8日～9 日 

 

Wada Y, Takei Y, Minezumi T, Hirashima H, Baba Y, Taneichi A, Fujiwara H.  

Effectiveness and safety of Relugolix (gonadotropin-releasing hormone antagonist) on 

uterine leiomyomas: A retrospective cohort study.  第 74回日本産科婦人科学会 

福岡 2022年 8 月 5日～7日 

 

新井雄太, 小古山学, 山本夏倫, 堀江健司, 鈴木寛正, 薄井里英, 大口昭英, 高橋

宏典, 藤原寛行. 前置血管例における血管走行のフィードバックについて：症

例報告 第 96回栃木県産科婦人科学会 2022年 9月 4日 

 

石田洋一, 大口昭英, 高橋宏典, 藤原寛行. 妊娠前から妊娠初期にかけての母体

末梢血 NK細胞における網羅的遺伝子発現解析. 第 74回日本産科婦人科学会学

術講演会 2022年 8月 5日～7日 
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一井直樹, 堀内功.  生化学的妊娠 9回臨床的流産 2回を経験した後に生児を得

た抗 CLIgM 抗体陽性の不育症症例における抗体価の推移  第 67回日本生殖

医学会学術講演会・総会 2022年 11月 3日～4日 

 

一井直樹, 今井賢, 近澤研郎, 川島卓, 桑田知之, 今野良  物体を鉗子で圧排・

転がす操作を養うためのトレーニング方法の考案 第 62会日本産科婦人科内

視鏡学術講演会 ハイブリッド開催 2022 年 9月 8日～10日 

 

一井直樹, 近澤研郎, 今井賢, 米森恵美, 伴操, 三澤将大, 桑田知之, 今野良.  

LACC 試験発表後の腹腔鏡下広汎子宮全摘術(LRH)の導入, JGOG1087 試験への

参加 第 143回関東連合産科婦人科学会 総会・学術集会 ハイブリッド開催 

2022年 6月 19日 

 

一井直樹, 近澤研郎, 伴操, 川島卓, 新真大, 柴田あずさ, 三澤将大, 今井賢, 堀

内功, 高木健次郎, 桑田知之, 今野良. 子宮・上部腟留血症を伴う下部腟欠損症

に対して腹腔鏡下膀胱直腸剥離・進展上部腟会陰側牽引及び腟式造腟術を施行

した一例 第 74 回日本産科婦人科学会学術講演会 ハイブリッド開催 2022年

8月 5日～7日 

 

伊東孝晃, 鈴木寛正, 永山志穂, 内田真一郎, 小古山学, 堀江健司, 薄井里英, 大

口昭英, 高橋宏典, 藤原寛行. Trial of labor after cesarean delivery（TOLAC）中の

子宮破裂：症例報告. 第 47回栃木県母性衛生学会学術集会（Web 開催）2022

年 10月 17日 

 

伊東孝晃, 永山志穂, 鈴木寛正, 内田真一郎, 小古山学, 堀江健司, 薄井里英, 大

口昭英, 高橋宏典, 藤原寛行. Trial of labor after cesarean delivery（TOLAC）中の

子宮破裂：症例報告. 第 56回分娩監視研究会 川口 2022年 6月 26日 

 

伊東孝晃, 竹井裕二, 大草陽史, 種市明代, 髙橋寿々代, 高橋詳史, 小柳貴裕, 葭

葉貴弘, 篠原美樹, 淺野歩未, 嵯峨泰, 藤原寛行. プラチナ感受性再発卵巣癌に

対するオラパリブ投与期間と前治療後の disease free interval との比較.  第 64回

日本婦人科腫瘍学会.  2022年 7月 14 日～16日 

 

伊藤千紗, 鈴木寛正, 竹川航平, 小古山学, 永山志穂, 内田真一郎, 大橋麻衣, 薄

井里英, 大口昭英, 高橋宏典, 藤原寛行. 頸管胎盤により子宮体下部の前後広範
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囲に癒着した前置癒着胎盤：症例報告.  第 58回日本周産期・新生児医学会学

術集会 横浜 2022 年 7月 10日～12 日 

 

海平俊太郎, 伊藤千紗, 土井綾香, 塚原亜理沙, 和田善光, 峯積拓巳, 平嶋洋斗. 

クロミフェンクエン酸塩を契機に卵巣過剰刺激症候群, 卵巣腫瘍茎捻転を発症

した 1例 第 96 回栃木県産婦人科学会 2022年 9月 4日 

 

海平俊太郎, 峯積拓巳, 土井綾香, 塚原亜理沙, 和田善光, 伊藤千紗, 荻原佑介, 

渡辺洋志, 山崎郁郎, 馬場洋介, 平嶋洋斗. 子宮動脈塞栓術後に胎盤を除去し得

た, 自然剥離しなかった固着胎盤の一例 第 144回関東連合総会・学術集会 

2022年 10月 15 日～16日 

 

海平俊太郎, 大和田倫孝, 清水綾乃, 大草陽史, 岡本朗良, 鍵本昌孝, 兼子絢華, 

柿沼薫, 安部まさき, 齋藤こよみ, 岡田真也, 竹島信宏, 栁田薫, 柿沼敏行. 急速

に進行したⅠA期子宮体部異所性癌肉腫の 1例 第 95回栃木県産婦人科学会 

2022年 2月 6日   Web 開催 

 

大草陽史, 堀江健司, 船橋香, 山本夏倫, 小古山学, 鈴木寛正, 薄井里英, 大口昭

英, 高橋宏典, 藤原寛行. 妊娠 34週に発症した急性心筋梗塞：症例報告 第 96

回栃木県産科婦人科学会学術講演会 2022年 9月 4日 

 

大口昭英, 大槻 克文, 齋藤 滋, 子宮収縮抑制剤の新生児への影響調査・検討ワ

ーキンググループ. リトドリン塩酸塩と硫酸マグネシウムとの併用で発生リス

クが高まる新生児高カリウム血症 多施設共同後方視的研究. 第 74回日本産科

婦人科学会学術講演会 2022年 8月 5 日～7日 

 

大口昭英, 鈴木寛正, 松原圭一, 渡辺員支, 斉藤拓也, 小田英之, 小畑聡一朗, 近

藤真哉, 野田清史, 三好潤也, 池ノ上 学, 野見山 亮, 関 博之, 助川 幸, 市

古 哲, 安藤大史, 布施谷千穂, 下村卓也, 鈴木りか, 味村和哉, 安日一郎, 福田

雅史, 原 澄子, 倉科隆平, 塩﨑有宏, 松原茂樹, 齋藤 滋. 妊娠高血圧症候群

の発症時期(早発型・遅発型)に関する検討(COPE 研究). 第 42 回日本妊娠高血圧

学会学術集会 学術委員会報告 東京 2022年 10月 29日～30日 

 

大口昭英, 鈴木寛正, 松原圭一, 渡辺員支, 斉藤拓也, 小田英之, 小畑聡一朗, 近

藤真哉, 野田清史, 三好潤也, 池ノ上学, 野見山亮, 関博之, 助川幸, 市古哲, 安

藤大史, 布施谷千穂, 下村卓也, 鈴木りか, 味村和哉, 安日一郎, 福田雅史, 原 
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澄子, 倉科隆平, 塩﨑有宏, 松原茂樹, 齋藤 滋. 妊娠高血圧腎症発症時期が新

生児・胎盤発育不良及び母体予後不良に与える影響. 第 42回日本妊娠高血圧学

会学術集会 東京 2022年 10月 29日～30日 

 

大橋麻衣, 高橋宏典, 堀江健司, 小古山学, 永山志穂, 鈴木寛正, 薄井里英, 大口

昭英, 藤原寛行. COVID-19パンデミック期における妊娠合併症と周産期予後に

関する検討. 第 58 回日本周産期・新生児医学会学術集会 2022 年 7月 10日～

12日 

 

小古山学, 香川景子, 永山志穂, 鈴木寛正, 薄井里英, 大口昭英, 和田誠司, 左合

治彦, 高橋宏典, 藤原寛行. 胎児鏡下レーザー手術後の羊膜索症候群を契機に発

症した児の DIC 症例報告. 第 74回日本産科婦人科学会学術講演会 2022年 8

月 5日～7日 

 

香川景子, 鈴木寛正, 大口昭英, 永山志穂, 眞中優美, 横井佑紀, 西村望見, 小古

山学, 薄井里英, 高橋宏典, 藤原寛行.  円錐切除後の反復中期流産既往に対し

て妊娠初期に施行した開腹子宮頸管縫縮術：症例報告.  第 95 回栃木県産科婦

人科学会学術集会 2022年 2月 6日 

 

篠原美樹, 髙橋寿々代, 西村望見, 香川景子, 田村昂平, 高橋詳史, 小柳貴裕, 葭

葉貴弘, 種市明代, 嵯峨泰, 竹井裕二, 藤原寛行.  傍腫瘍性神経症候群の発症を

契機に診断された卵巣癌の一例.  第 143 回関東連合産科婦人科学会.  2022年

6月 18日～19日 

 

島田哲郎, 永山志穂, 内田真一郎, 藤本揚子, 梁瀬敦史, 久保太郎, 小古山学, 鈴

木寛正, 薄井里英, 大口昭英, 高橋宏典, 藤原寛行. 経尿道的尿路結石除去術が

奏効した難治性尿路結石症合併妊娠 症例報告. 第 144回関東連合産科婦人科

学会総会・学術集会 甲府 2022年 10 月 15日～16日 

 

鈴木達也, 豊田祥子, 藤本揚子, 大橋麻衣, 杉山瑞穂, 石田洋一, 藤原寛行.  当

院における若年女性がん患者に対する妊孕性温存療法の現状.  第 12回日本がん・

生殖医療学会 名古屋 2022年 2月 12日～13日 

 

鈴木寛正, 大口昭英, 永山志穂, 堀江健司, 内田真一郎, 小古山学, 薄井里英, 高

橋宏典, 藤原寛行. 日本の Posterior reversible encephalopathy syndrome 妊婦症例



 14 

の特徴 review. 第 74 回日本産科婦人科学会学術講演会 2022 年 8月 5日～7

日 

 

鈴木寛正, 大口昭英, 松原圭一, 渡辺員支, 斉藤拓也, 小田英之, 小畑聡一朗, 近

藤真哉, 野田清史, 三好潤也, 池ノ上学, 野見山亮, 関博之, 助川幸, 市古哲, 安

藤大史, 布施谷千穂, 下村卓也, 鈴木りか, 味村和哉, 安日一郎, 福田雅史, 原澄

子, 倉科隆平, 塩﨑有宏, 松原茂樹, 齋藤滋. 妊娠初期の母体情報を利用した

preterm preeclampsia の発症予知モデル作成. 第 42回日本妊娠高血圧学会学術集

会 東京 2022 年 10月 29日～30日 

 

髙橋寿々代, 竹井裕二, 種市明代, 高橋詳史, 葭葉貴弘, 小柳貴裕, 田村昂平, 篠

原美樹, 嵯峨泰, 藤原寛行.  標準的化学療法が困難と考えられるハイリスク卵

巣癌症例に対する weekly PC 療法の安全性と有効性.  第 74回日本産科婦人科

学会 2022年 8 月 5日～7日 

 

高橋宏典. オープニングシンポジウム 周産期医療のトピックス Retained 

products of conception (RPOC)について 第 43回エンドメトリオーシス学会 東

京 2022年 1月 22日 

 

高橋宏典, 薄井里英, 藤原寛行. 県内における新型コロナウイルス感染妊婦につ

いて 第 95回栃木産科婦人科学会学術集会 2022年 2月 6日 Web 開催 

 

高橋宏典. 関東ブロック産婦人科医会共催シンポジウム 新型コロナウイルス

感染を経験してレジリエントな周産期医療提供体制の構築を考える－栃木県－ 

第 143回関東連合産科婦人科学会学術集会 東京 2022年 6 月 19日 

 

高橋宏典, 薄井里英, 藤原寛行. 県内における新型コロナウイルス感染妊婦につ

いて 第 47回栃木母性衛生学会学術集会 2022年 7月 3日(Web) 

 

高橋宏典. ［教育講演］ 生殖補助医療による妊娠の特徴－RPOCを中心に－ 

日本産科麻酔学会 2022年 3月(Web) 

 

高橋宏典. 胎盤遺残, Retained products of conception (RPOC)の診断と管理 第 8

回福島産婦人科超音波フォーラムセミナー 2022年 10月 14 日～20日(Web) 
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高橋詳史. 悪性卵巣胚細胞腫瘍の治療と管理～婦人科の立場から～ シンポジ

ウム〔胚細胞腫瘍 Update〕. 第 64回日本小児血液・がん学会学術集会, 東京, 

2022年 11月 25 日～27日 

 

高橋詳史, 田村昂平, 小柳貴裕, 葭葉貴弘, 髙橋寿々代, 種市明代, 竹井裕二, 嵯

峨泰, 藤原寛行. 当院における初発進行卵巣がん患者に対する HRD検査の現状. 

第 74回日本産科婦人科学会学術講演会 福岡 2022年 8月 5日～7日 

 

田口将啓, 高橋詳史, 田村昂平, 小柳貴裕, 髙橋寿々代, 種市明代, 竹井裕二, 嵯

峨泰, 藤原寛行. 初回進行卵巣癌におけるニラパリブの使用経験. 第 96回栃木

県産科婦人科学会学術集会 宇都宮 2022年 9月 4日 

 

竹井裕二, 小柳貴裕, 高橋詳史, 髙橋寿々代, 種市明代, 嵯峨泰, 藤原寛行.  子

宮体癌腹水細胞診～国内外の論文レビュー～（シンポジウム） 第 61回日本臨

床細胞学会秋期大会 2022年 11月 5日～6日 

 

田村昂平, 嵯峨泰, 篠原美樹, 高橋詳史, 小柳貴裕, 葭葉貴弘, 髙橋寿々代, 種市

明代, 竹井裕二, 北山丈二, 藤原寛行.  Activated neutrophils inhibit chemotactic 

migration of activated T lymphocytes by multiple mechanisms.  第 21回日本婦人科

がん分子標的研究会 島根 2022年 12 月 23日～24日 

 

斗澤昇平, 野口隼矢, 櫻井孝信, 大口昭英, 高橋宏典, 藤原寛行, 瀧澤俊広. 栄養

膜細胞から分泌されるナノ粒子の同定 BeWo 細胞を用いた解析. 第 74回日本

産科婦人科学会学術講演会 2022年 8 月 5日～7日 

 

豊田祥子, 小古山学, 香川景子, 永山志穂, 鈴木寛正, 薄井里英, 大口昭英, 高橋

宏典, 藤原寛行. 妊娠中に発症した節外性 NK/T 細胞リンパ腫, 鼻型 症例報告. 

第 74回日本産科婦人科学会学術講演会 2022年 8月 5日～7 日 

 

豊田祥子, 篠原拓実, 岡本朗良, 清水綾乃, 眞中優美, 兼子絢華, 柿沼薫, 土橋

洋, 竹島信宏, 大和田倫孝, 柿沼敏行. 子宮内膜限局の早期で発見された子宮体

部明細胞癌の 1例 第 96回栃木県産科婦人科学会学術集会 2022年 9月 4日 

 

成見莉紗, 高橋宏典, 杉山瑞穂, 大橋麻衣, 藤本揚子, 小古山学, 鈴木寛正, 馬場 

洋介, 種市明代, 薄井里英, 大口昭英, 藤原寛行. 子宮腺筋症核出術後の周産期

予後. 第 74回日本産科婦人科学会学術講演会 2022年 8月 5 日～7日 
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橋口万里奈, 村松一洋, 高瀬訓子, 若江恵三, 高橋宏典, 吉原重美, 高橋努, 木内

敦夫, 小坂仁, 山形崇倫. 栃木県における脊髄性筋萎縮症拡大マススクリーニン

グ開始と陽性例治療 第 49回日本マススクリーニング学会学術集会 2022年

8月 29日 

 

平嶋周子, 大口昭英, 高橋佳代, 永山志穂, 小古山学, 鈴木寛正, 堀江健司, 高橋

宏典, 藤原寛行. 妊娠初期の一過性高血圧および白衣高血圧は早産期発症また

は早発型妊娠高血圧腎症のリスク因子である. 第 42回日本妊娠高血圧学会学術

集会 東京 2022 年 10月 29日～30日 

 

平嶋洋斗, 永井崇, 水津枝理, 山本夏倫, 和田善光, 峯積拓巳, 馬場洋介. 腟閉鎖

術後に子宮体癌が疑われ腹腔鏡下に手術加療した再発膀胱瘤の 1例 第 143関

東連合総会・学術集会 2022年 6月 18 日 

 

藤本揚子, 鈴木寛正, 海平俊太郎, 堀江健司, 永山志穂, 小古山学, 薄井里英, 大

口昭英, 高橋宏典, 藤原寛行.  頭痛を伴わず明識困難状態に陥った脊椎麻酔後

脳脊髄液漏出症―症例報告.  第 74回日本産科婦人科学会学術集会 福岡 

2022年 8月 5日～7日 

 

船橋香, 高橋詳史, 木佐美祥, 水津枝理, 山本夏倫, 小柳貴裕, 髙橋寿々代, 葭葉

貴弘, 種市明代, 竹井裕二, 嵯峨泰, 藤原寛行. メッシュを用いた臍ヘルニア修

復術既往がある腹腔鏡下子宮体癌手術症例～Lee-Huang point からのアプローチ

～. 第 95回栃木県産科婦人科学会学術集会 宇都宮 2022年 2月 6日 

 

堀江健司, 高橋宏典, 下澤弘憲, 小古山学, 鈴木寛正, 大橋麻衣, 矢田ゆかり, 藤

原寛行. 点状軟骨異形成症を合併した 9p部分モノソミー：症例報告 日本人類

遺伝学会第 67回大会 横浜 2022年 12月 15日～17日 

 

堀江健司, 高橋宏典, 辻賢太郎, 大草陽史, 船橋香, 室本仁, 杉林里佳, 小澤 

克典, 和田誠司, 藤原寛行. 双胎貧血多血症候群から双胎間輸血症候群へ急速に

変化した例 第 19回日本胎児治療学会学術集会 大阪 2022 年 12月 2日～3

日 

 

前沢忠志, 高江正道, 竹中基記, 太田邦明, 堀江昭史, 鈴木達也, 高井泰, 木村文

則, 古井辰郎, 鈴木直, 池田智明.  妊孕性温存検体の長期保管管理体制の必要性
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について−安全性の担保を志向して.  第 74回日本産科婦人科学会 福岡 2022年

8月 5日～7日 

 

矢田ゆかり, 大口昭英, 大槻克文, 五石圭司, 齋藤滋, 楠田聡. リトドリン塩酸

塩と硫酸マグネシウムの併用療法は新生児高カリウム血症のリスクを高める. 

第 58回日本周産期・新生児医学会学術集会 2022年 7月 10 日～12日 

 

渡邉公太, 種市明代, 髙橋寿々代, 篠原美樹, 島田哲郎, 高橋詳史, 小柳貴裕, 竹

井裕二, 藤原寛行.  ホルモン補充療法中に発症したリンパ節子宮内膜症の 1例.  

第 144回関東連合産科婦人科学会 2022 年 10月 15日～16日 

 

 

著書・総説・商業誌掲載 

Hironori Takahashi.  Cerebral palsy.  Reduced fetal movement.  133-145, 2022.  

Springer 

 

一井直樹. 【191 の疑問に答える 周産期の栄養】Q81 妊娠後期にポリフェノ

ール(プルーン, ドライフルーツ, ベリーティー, ハーブティー, ルイボスティー

など)をたくさん摂らないほうがよいと聞きました. 胎児に影響はあるのでしょ

うか？ 周産期医学増刊号 東京医学社 東京 2022;52:181-18 

 

海平俊太郎,  大和田倫孝,  清水綾乃,  大草陽史,  岡本朗良,  鍵本昌孝,  兼

子絢華,  柿沼 薫,  安部まさき,  齋藤こよみ,  岡田真也,  竹島信宏,  栁田 

薫,  柿沼敏行. 急速に進行したⅠA期子宮体部異所性がん肉腫の 1例 産科と婦

人科  Vol 89-6 

 

大口昭英. 【妊娠・分娩時の薬物治療-最新の使い方は?留意点は?】切迫早産の

治療薬 塩酸リトドリンと硫酸マグネシウムの使い分けと併用時の注意点. 臨

床婦人科産科 2021;75:245-250. 

 

大口昭英. 【胎児発育のすべて-FGR から巨大児まで】原因からみた胎児発育の

異常 FGR と妊娠高血圧症候群. 臨床婦人科産科 2022;76:869-874.  

 

大口昭英. 【いま改めて妊娠高血圧症候群を考える-診療指針改訂のポイントか

ら-】HDP の発症予防. 産婦人科の実際 2022;71:467-471. 
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大橋麻衣, 種市明代, 土井綾香, 伊藤千紗, 小柳貴裕, 髙橋寿々代, 竹井裕二, 薄

井里英, 高橋宏典, 藤原寛行, 丹波 美織, 福嶋 敬宜. 【クリニカルカンファ

レンス腫瘍】妊娠合併子宮頸部上皮内腺癌の 1例：関東連合産科婦人科学会誌  

2022;59:111-115 

 

小柳貴裕, 藤原寛行. 【がん遺伝子検査に基づく婦人科がん治療】MSI検査と

はどのような検査か, 何がわかるか(解説/特集) 臨床婦人科産科 76巻 3号 医

学書院 P339-344 2022年 

 

杉山瑞穂, 鈴木達也. 卵管性不妊症の診断と治療法.  「EBMから考える生殖医療」

（編）柴原浩章.  中外医学社.  東京.  pp61-68, 2022.  

 

鈴木寛正. 妊婦における高血圧の診断基準値-文献調査より. 腎と透析. 93巻 4

号 東京医学社 P643-51 2022年 

 

鈴木寛正, 大口昭英, 高橋宏典. 妊娠 32 週未満早産期の出生前ステロイド使用, 

重症 HDP, 症例を選んで使用する. 周産期医学 東京医学社 P1671-5 2022年 

 

鈴木寛正, 大口昭英, 高橋宏典. 【ここまで進んだ産婦人科関連の予防医学】周

産期 薬物療法による妊娠高血圧腎症予防 産科と婦人科(0386-9792)89巻 8号 

Page865-872(2022. 08) 

 

高橋宏典. Ⅳ母体救急症 敗血症性ショック MFICU マニュアル メディカ出

版 

 

高橋宏典. 【腎臓症候群(第 3版)-その他の腎臓疾患を含めて-】腫瘍性腎疾患 

先天性中胚葉性腎腫(先天性間葉芽腎腫) 日本臨床(0047-1852)別冊腎臓症候群

II Page370-373(2022. 09) 

 

高橋宏典. 【見て, 聞いて, 触って, 身体所見から考える妊産褥婦の異常とその

対応】胎動がいつもと違う 周産期医学(0386-9881)52巻 8号 Page1161-

1163(2022. 08) 

 

高橋宏典. 【Late preterm・Early termを展望する】産科編 Late preterm・Early 

term の分娩様式はどのように決定するか? 周産期医学(0386-9881)52 巻 4号 

Page538-541(2022. 04) 
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高橋宏典. 【周産期医学必修知識(第 9 版)】 胎動低下 周産期医学(0386-

9881)51巻増刊 Page111-113(2021. 12) 

 

高橋宏典, 薄井里英. COVID-19診療の最前線から-現場の医師による報告(Vol. 

17) 妊婦の COVID-19感染 医学のあゆみ(0039-2359)281巻 4号 Page345-

348(2022. 04) 

 

永山志穂, 高橋宏典. 【専攻医のうちにマスターしたい産婦人科の外来・短期

滞在手術】産科 子宮内反症整復術 産婦人科の実際(0558-4728)71 巻 4号 

Page359-363(2022. 04) 

 

藤原寛行.  卵巣癌（早期）：Ⅰ～ⅡA期.  今日の臨床サポート.  監修 青木大

輔.  エルゼビアジャパン.  https://clinicalsup. jp/jpoc/search. aspx 

 

藤原寛行. 子宮頸がん検診における HPV 検査─ 細胞診・HPV 検査併用法と

HPV検査単独法. 医学のあゆみ  医歯薬出版株式会社 東京 2022: 280(7): 771-

775 

 

山本夏倫, 小古山学, 高橋宏典. 臨床経験 分娩時の出血関連予後を想定した前

置胎盤の分類の検討 自施設 349例の後方視的解析から 産婦人科の実際

(0558-4728)71巻 2号 Page209-216(2022. 02) 

 

 

講演・その他 

大口昭英. [講演] sFlt-1/PlGF比を用いた妊娠高血圧腎症の発症予知. 第 400回東

京産婦人科学会例会ランチョンセミナー 東京 2022年 2月 19日 

 

大口昭英. [講演] sFlt-1/PlGF比を用いた妊娠高血圧腎症の発症予知, ならびに, 

HDP 関連疾患に関する臨床検査. 第 69 回日本臨床検査医学会学術集会ランチ

ョンセミナー 宇都宮 2022年 11月 19日 

 

鈴木達也. [講演] 生殖医療ガイドラインと保険適用.  宇都宮産婦人科医会 宇都宮

2022年 6月 10日 

 



 20 

鈴木寛正. [講演] 妊婦の血圧測定の現状.  宇都宮産婦人科医会及び各郡市部合

同研修会 Web 2022 年 5月 13日 

 

高橋詳史. [講演] 婦人科医の立場から考える静脈血栓塞栓症の管理. エリキュ

ースインターネット講演会 Web 2022 年 2 月 16日 

 

高橋詳史. [講演] 進行・再発子宮体癌における治療戦略. Endometrial Cancer Web 

Seminar Web 2022 年 6月 9日 

 

高橋詳史. [講演] 卵巣がん初回維持療法～尿蛋白・腎機能障害に着目して～. 

卵巣癌エキスパート Webセミナー Web 2022 年 6月 15日 

 

高橋詳史. [講演] 婦人科領域における静脈血栓塞栓症への取り組み. Obstetrics 

and Gynecology Thrombosis Seminar Web 2022 年 8月 25日 

 

高橋詳史. [講演] 卵巣癌におけるリムパーザ維持療法～実臨床における AEマ

ネジメント～. Breast Cancer Online Seminar in Tochigi Web 2022 年 9月 27日  

 

高橋詳史. [講演] 婦人科がん患者における周術期 VTE管理～GOTIC-VTE trial

～. がんトータルケアセミナー Web 2022 年 11月 10日 

 

高橋詳史. [講演] 婦人科領域における CAT診療～GOTIC-VTE trial～. Expert 

Meeting for CAT 東京 2022年 11月 20日 

 

高橋詳史. [講演] 婦人科がんにおける VTE 診療～GOTIC-VTE trial～. 埼玉県西

部産婦人科血栓塞栓症研究会 Web 2022 年 11月 30日 

 

竹井裕二. [講演] 当院における子宮体癌治療. エーザイ株式会社社内研修会

Web 2022年 7月 20 日 

 

竹井裕二. [講演] 進行卵巣癌の初回治療～手術療法を中心に～. 茨城県央県北 

婦人科腫瘍手術手技カンファレンス Web 2022年 11月 22 日 

 

竹井裕二. [講演] 当院における進行卵巣がん患者に対する HRD 検査. Patient 

Journey of Ovarian Cancer ～第 2回 進行卵巣癌初回治療 薬物療法編～ Web 

2022年 11月 29 日 
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種市明代. [講演] 初発卵巣癌の薬物治療. Surgery and Pharmacotherapy for 1st Line 

Ovarian Cancer Web 2022年 5月 26 日 

 

種市明代. [講演] 当院の腹腔鏡下手術と癒着予防. テルモ株式会社社内研修会 

2022年 6月 16日 

 

種市明代. [講演] 月経困難症の治療～LEP を使いこなそう～. Women’s health 

conference in 栃木 2022年 7月 27日 

 

平嶋洋斗. [講演]『産婦人科とは』 CRT 栃木放送 2022年 6月 24日 

 

平嶋洋斗. [講演]『産婦人科出血』 ゼリア新薬社内研修会 2022年 8月 26日 

 

藤原寛行. [講演] Ovarian cancer committee: GCIG 参加報告.  第 38回 GOTIC 教

育セミナー Web 2022 年 1月 14日 

 

藤原寛行. [講演] 肉腫 (sarcoma) ～ 婦人科における基礎知識 ～.  エーザイ社

内講会 Web 2022 年 2月 10日 

 

藤原寛行. [講演] 卵巣がん治療・最新の話題～初回治療から再発治療まで～.  

秋田県産婦人科学会学術講演会・秋田県産婦人科医会研修会 Web 2022年 2

月 13日 

 

藤原寛行, 伊東孝晃. [手術動画] 子宮全摘術ついて テルモ社社内講演 Web 

2022年 3月 24日 

 

藤原寛行. [講演] 子宮頸がん update～予防と治療～.  HPVワクチン Update 

Seminar in Tochigi Web 2022年 3月 28日 

 

藤原寛行. [講演] Closing Remarks.  Surgery and Pharmacotherapy for 1st Line 

Ovarian Cancer 2022 年 5月 26日 

 

藤原寛行. [講演] Ovarian cancer committee: GCIG 参加報告.  第 39回 GOTIC 教

育セミナー Web 2022 年 6月 29日 
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藤原寛行. [講演] 卵巣がんにおける治療戦略～治療継続のための患者説明の重

要性～Ovarian Cancer TV Seminar (AZ) Web 2022年 7月 7 日 

 

藤原寛行. [講演] Closing Remarks.  Patient Journey of Ovarian Cancer.  第 1回進

行卵巣癌 診断から初回手術編 2022年 9月 28日 

 

藤原寛行. [講演] 卵巣癌治療 overview.  卵巣がん治療を考える in群馬.  2022

年 9月 30日 

 

藤原寛行. [講演] 子宮頸がん update～検診とワクチン～.  南那須医師会学術講

演会 Web 2022 年 10月 12日 

 

藤原寛行. [講演] 子宮頸がん update～検診とワクチン～.  栃木市医師会学術講

演会 Web 2022 年 10月 26日 

 

藤原寛行, 鈴木光明. [シンポジウム]  栃木県小山地区子宮頸がん検診～12年間

の推移および NILM/HPV 陽性例の検討～ 第 61回日本臨床細胞学会秋期大会 

宮城 2022年 11 月 5日  

 

藤原寛行. [講演] Closing Remarks.  がんトータルケア Webセミナー Web 

2022年 11月 10 日 

 

藤原寛行. [講演] 初発・再発卵巣がんの治療戦略を考える.  築後婦人科腫瘍

WEB セミナー 久留米 2022年 11月 18日 

 

藤原寛行. [講演] Patient Journey of Ovarian Cancer.  第 2回進行卵巣癌 薬物療法

編.  2022年 11月 29日 

 

堀江健司.[講演] NIPT を契機に発見され、妊娠高血圧腎症を示した 13トリソミ

ー胎盤性モザイク：症例報告 第 18回北関東遺伝診療フォーラム Web 2022

年 11月 28日 

 

峯積拓巳.[講演] 『研修医が知っておくべき漢方〜更年期障害編〜』 ツムラ 

2022年 7月 8日 
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和田善光. [講演] 『子宮筋腫に対するレルゴリクス（レルミナ）佐野厚生総合

病院での使用経験+内膜症への展望』 あすか製薬社内研修会 2022年 2月 21

日 


